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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に上限年率1.65%(税抜1.5%)を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

基準価額 4,340 円

純資産総額 138.2 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 0.14% 4.45% 9.69% 17.09% 28.58% 99.58%※基準価額は1万口当たりです。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の決算日、および設定日との比較です。

※設定来の騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、

特定のベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
※騰落率は小数点第3位を四捨五入しております。

　ポートフォリオ構成比率

アジア・ニュージーランド債券マザーファンド 19.6%

フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用） 78.8%

短期金融商品・その他 1.5%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

過去１年間の分配実績 (1万口当たり・税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金

2025/04/21 10円 2025/08/20 10円 2025/12/22 10円

2025/05/20 10円 2025/09/22 10円 2026/01/20 10円

2025/06/20 10円 2025/10/20 10円 2026/02/20 10円

2025/07/22 10円 2025/11/20 10円 2026/03/23 10円

設定来分配金合計 10,320 円

※運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　投資対象国の債券利回り(％)

　為替レートの状況（対円）

※ニュージーランドは10年物、タイは1年物、その他は5年物国債利回りです。
また、当該日前営業日のデータを使用しています。

※為替レートは対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値です。
※インドネシア・ルピアに関しては、100倍して表示しています。

（出所：BloombergデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

（出所：資産運用業協会データよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

設定日 前期末 当期末 設定来 前期比

2009/12/17 2026/2/20 2026/3/23 騰落率 騰落率

オーストラリア・ドル 81.01 109.46 111.55 37.7% 1.9%

インドネシア・ルピア 0.96 0.92 0.94 ▲ 2.1% 2.2%

ニュージーランド・ドル 64.71 92.53 92.82 43.4% 0.3%

タイ・バーツ 2.71 4.98 4.83 78.2% ▲ 3.0%

マレーシア・リンギット 26.28 39.69 40.51 54.2% 2.1%

通貨名

設定日 前期末 当期末 設定日との 前期末との

2009/12/17 2026/2/20 2026/3/23 比較 比較

オーストラリア 5.02 4.44 4.83 ▲ 0.19 0.39

インドネシア 8.95 5.78 6.55 ▲ 2.40 0.77

ニュージーランド 5.72 4.39 4.74 ▲ 0.98 0.35

タイ 1.55 1.16 1.04 ▲ 0.51 ▲ 0.12

マレーシア 3.76 3.30 3.36 ▲ 0.40 0.06

発行国

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/13）  552311



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年3月23日現在

　アジア・ニュージーランド債券マザーファンドの状況

　

　フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用）の状況
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＜種類別構成比率＞

（出所：フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社の月次運用レポートよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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＜発行国・地域別構成比率＞

※構成比率は、作成基準日現在の「アジア・ニュージーランド債券マザー

ファンド」の純資産総額に対する比率です。 小数点第2位を四捨五入

しているため、合計が100%とならない場合があります。

※当マザーファンドは、ソブリン債（国債、政府保証債等）と概ね同等の投資効果が期待できる債券へ投資する場合もあります。

※構成比率は、作成基準日現在の「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア

債券ファンド（適格機関投資家専用）」の純資産総額に対する比率です。

小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%とならない場合が

あります。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

※デュレーションとは投資元本の平均回収年限のことを言い、対象債券

のクーポンが同じであれば残存期間が長いほどデュレーションは長く

なります。また、金利変動に 伴う債券価格の変動性を示す指標として

用いられ、一般的にこの値が大きい程、金利変動に伴う債券価格の
変動リスクが大きくなります。

＜保有債券の信用格付別構成比＞
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短期金融商品・その他

AAA

AA

A

BBB

BB

※信用格付は主要な信用格付業者等の信用格付を基に記載しています。

＜ポートフォリオの特性＞

保有債券の平均最終利回り 5.34%

保有債券の平均直接利回り 3.74%

ファンド全体のデュレーション 4.90年

＜保有債券の信用格付別構成比＞

AAA 33.0%

AA 26.3%

A 23.7%

BBB 17.0%

※信用格付は主要な信用格付業者等の信用格付を基に記載しています。

構成比は、「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格

機関投資家専用）」の組入債券の評価額の合計に対する比率です。

＜ポートフォリオの特性＞

4.36%

4.70%

5.34年

保有債券の平均最終利回り

保有債券の平均直接利回り

ファンド全体のデュレーション
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　ファンドマネージャーのコメント

第195期 （2026年2月21日～2026年3月23日）

※フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用） の運用会社であるフランクリン・テンプルトン・
ジャパン株式会社からの情報を参考のうえ作成しております。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

＜投資環境＞

オーストラリア債券市場は、利回りが上昇（価格が下落）しました。2月末にかけては、米国とイランの緊張の高まりや、AI（人工知能）の

進化によって一部の産業が淘汰されるとの思惑が浮上し、投資家のリスク警戒感が強まったことなどから、安全資産として国債を買う動

きが優勢となりました。しかし、その後は物価指標の伸び率加速を受けて、オーストラリア準備銀行（中央銀行、RBA）が利上げを実施し

たことから、売り圧力が強まる展開となりました。また、イラン情勢の悪化を背景に原油価格が上昇し、世界的にインフレ懸念が高まった

ことも売りを促し、利回りの上昇要因となりました。アセアン地域の債券市場については、全般に利回りが上昇する動きとなりました。

為替市場では、オーストラリアドルが対円で上昇しました。RBAの利上げ等を背景に、オーストラリアドルを買う動きが優勢となりまし

た。また、エネルギー資源の輸入依存度が高い日本において、原油価格の高騰による国際収支の悪化が意識されたことなども円売りを

促し、オーストラリアドルの対円での上昇を促しました。アセアン地域の通貨については、マレーシアリンギットなどが対円で上昇する一

方、タイバーツが対円で下落する動きとなりました。

＜運用経過＞

当ファンドにつきましては、アジア・ニュージーランド債券マザーファンド（以下ANマザーファンド）を20％程度、フランクリン・テンプル

トン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用）（以下FTファンド）を80％程度組み入れて運用を行いました。

ANマザーファンドについては、債券組入比率を概ね高位に維持し、利息収入の確保を図りました。当作成期は、発行国・地域別構成比

率に関して、マレーシア国債の比率が上昇しました。

FTファンドについては、社債の投資比率を高位としました。デュレーションについては、市場動向に応じて調整を行いました。

なお、収益分配金に関しては、1万口当たり10円（税引前）とさせていただきました。

＜今後の運用方針＞

オーストラリアの債券市場については、引き続きRBAの利上げを意識した売りが出やすいと見られ、利回りが上昇する展開となること

を予想します。ただ、足元で世界的なインフレへの懸念が高まる中で、RBAが積極的に物価抑制に動いていることは、先行きのインフレ

圧力を弱めると考えられることもあり、国内外の投資家からオーストラリア国債に買いが入り、利回りの上昇が抑制される可能性も見込

んでいます。アセアン地域の債券市場については、原油価格の上昇等を背景に、利回りが上昇する展開となることを予想します。

オーストラリアドルについては、対円で底堅く推移すると予想します。RBAの利上げ観測等を背景に、オーストラリアドルの買いが優勢

となることを見込んでいます。また、原油価格の高騰が続く中では、資源国通貨が選好されやすいと考えられることも、オーストラリアド

ルを対円で下支えする要因になると思われます。アセアン地域の通貨については、対円で軟調となることを予想します。原油価格の上昇

による地域経済への影響が警戒されて、アセアン通貨全般に売りが優勢となることを見込んでいます。

当ファンドの運用方針につきましては、ANマザーファンド、FTファンドの組入比率の合計を高位に保ち、当面は、現状程度の組入比率

で推移させる方針です。
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　ファンド情報

設　定　日 2009年12月17日

償　還　日 原則として無期限

決　算　日 毎月20日(休業日の場合は翌営業日)

　ファンドの特色（1）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　ファンドの特色（2）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　投資リスク（1）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　投資リスク（2）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　お申込みメモ

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　ファンドの費用

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　販売会社について（1）

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

アーク証券株式会社 関東財務局長（金商）第1号 ○

アイザワ証券株式会社 関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

阿波証券株式会社 四国財務局長（金商）第1号 ○

今村証券株式会社 北陸財務局長（金商）第3号 ○ ○

永和証券株式会社 近畿財務局長（金商）第5号 ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ ○

ＦＦＧ証券株式会社 福岡財務支局長（金商）第5号 ○ ○

香川証券株式会社 四国財務局長（金商）第3号 ○

極東証券株式会社 関東財務局長（金商）第65号 ○ ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

静岡東海証券株式会社 東海財務局長（金商）第8号 ○

島大証券株式会社 北陸財務局長（金商）第6号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

荘内証券株式会社 東北財務局長（金商）第1号 ○

新大垣証券株式会社 東海財務局長（金商）第11号 ○

株式会社しん証券さかもと 北陸財務局長（金商）第5号 ○

大熊本証券株式会社 九州財務局長（金商）第1号 ○

長野證券株式会社 関東財務局長（金商）第125号 ○ ○

南都まほろば証券株式会社 近畿財務局長（金商）第25号 ○

ニュース証券株式会社 関東財務局長（金商）第138号 ○ ○

播陽証券株式会社 近畿財務局長（金商）第29号 ○

光証券株式会社 近畿財務局長（金商）第30号 ○ ○ ○

北洋証券株式会社 北海道財務局長（金商）第1号 ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

三菱ＵＦＪ eスマート証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

水戸証券株式会社 関東財務局長（金商）第181号 ○ ○

明和證券株式会社 関東財務局長（金商）第185号 ○

山和証券株式会社 関東財務局長（金商）第190号 ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

ＪＩＡ証券株式会社 関東財務局長（金商）第2444号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（12/13）  552311
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日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

武甲証券株式会社 関東財務局長（金商）第154号 ○

（登録金融機関）

株式会社青森みちのく銀行 東北財務局長（登金）第1号 ○

株式会社イオン銀行（委託金融商品取引
業者：マネックス証券株式会社）

関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行(委託金融商品
取引業者：マネックス証券株式会社)

関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社沖縄海邦銀行 沖縄総合事務局長（登金）第3号 ○

株式会社北日本銀行 東北財務局長（登金）第14号 ○

株式会社三十三銀行 東海財務局長（登金）第16号 ○

株式会社静岡銀行 東海財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社静岡中央銀行 東海財務局長（登金）第15号 ○

株式会社福岡中央銀行 福岡財務支局長（登金）第14号 ○

ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

株式会社北都銀行 東北財務局長（登金）第10号 ○

株式会社南日本銀行 九州財務局長（登金）第8号 ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について（2）

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

（注） 販売会社によっては、現在、新規のお申込みを受け付けていない場合があります。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

＊2026年4月1日付で「一般社団法人日本投資顧問業協会」から「一般社団法人資産運用業協会」に名称変更しました。

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（13/13）  552311


